
撰 場 城跡 (千 羽 ケ城 )

本町で一番高い山城は大塔にある撰場場

(千羽ケ場 )である。随分高 く海抜 348メ
ー トルである。仁野の善福寺の過去帳には、

嘉吉 2年 (1442)大道庄官藤原二郎時実築城

とあ り、二代 しか続いてお らず短期間の城 で

あ った と思われる。

末近 IFE、 御調町の西部に位置 し、大字植野

にある、所の人 は末近 を訛 つて「 せじかJと 言

っている。「 芸藩通志 」によれば、末近四郎

二郎の居所 と記 してある。末近 四郎二郎はの

ち久井町へ.居城 し、天正十年 (1582)備中高

松城の織田・毛利の決戦に際 し、毛利軍側の

三原城主小早川

隆景公のい くさ

日付 として、三

原・吉田・杭之

庄より二千の兵

を連れて備中高

松城の支援 に派

遣 された武将で

和睦の為に同年

6月 4日 高松城

で切腹 した。

誠に立派な武将

である。

以上町内の城

の代表的な もの

を記 したが、勉

強不足の為、今

後、城郭研究部会の力を借 りて町内の山城に

ついての全ぼ うを明 らかにしてい きたい。

尚、田口副会長の協力を得て、雲雀、牛の

皮城の図面を添付す ることができました。

厚 く御礼申 し上げます。

(御 調郡御調町本 227-2)
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